ドイツ語の「間投詞」について : ―ドイツ語の授業に際して、ひとつの覚書― by 木戸 芳子 & Yoshiko Kido































































































２ „Ach! Aha! Hurra!“ ‒ Die Interjektionen im Deutschen von Veronika Amann〈https://www.deutsch-als-
















例えば、“hey“「おい・やあ」は „Hey, wie geht’s?“「やあ、元気かい？」と理解されるか、
„Hey, lass das!“ 「おい、ほっとけ・やめろ」というように捉えられる可能性がある。ときに
は、“Hey“は愛称のような呼びかけや慰めの言葉としても使われる。
２．Giannis Farmakis, Interjektionen: Welche Rolle haben sie in der gesprochenen Sprache? から
次に、ギアニス・ファルマキス（Giannis Farmakis）がまとめた「間投詞は、話し言葉の中
でどのような役割を有しているか」（Interjektionen: Welche Rolle haben sie in der
gesprochenen Sprache?）を紹介してみたい４。
まず例として、間投詞が使われた次のような文章が挙げられている５。
„Peter hatte einen Unfall.“ 「ペーターが事故った」。
„Oh je!“ 「あれ まあ大変！ 」








„Au, das tut mir weh!“ 「あっ、痛い！」
„Pfui, das ist so ekelig. 「げ、とても不快だ！」
„Ah, das hat er wirklich gut gemacht!“ 「ああ、それって彼は実にうまくやった！」









３ „Grammatik, Rechtschreibung, Textsorten sowie Literatur“から
次に、ドイツ文法のサイト「文法、正書法、テキストの種類および文献」（Grammatik,











も由来することはないものである：aua, au, uff, ih, haha など。



































































„Hey! Was soll das?“ （えーい、どういうことだ？）
„Oh, das ist aber nett!“ 「あー、ほんとうにご親切なこと！」
„Hä, wieso das denn?“ 「えっ、いったいなぜ？」
„Igitt, schon wieder Spinat!“ 「うわ、またホウレン草か！」
„Ach ja, was ich noch sagen wollte ...“ 「あっそう、まだ言うことがある…」
„Mist, schon wieder nicht gewonnen!“ 「なんってこった、またしても勝てなかった！」
„Ach, wenn du wüsstest!“ 「ああ、君が知っていたらな！」






















・Igitt! (Igitt igitt igitt!) 「うあーやだやだ！」／「むかむかする。」
・Du liebe Güte.Das ist sehr ärgerlich.「いやもう．これはじつに腹立たしい。」(Das darf doch






















・Ich bitte Sie! 「まさか！とんでもない！冗談じゃない！」／「君そんなことできる訳ないだろ。」
・Igitt「やだやだ、気味悪い」


































「メリメリ、橋が壊れる－ああ！ そんなこと想定もしてなかった。」（Kracks, die Brücke









・続けて２度言えば同意しないという意味を表す：Hm, hm, ich weiß nicht...ふむ、ふむ、わか
らない・・・
９ Die Interjektion ― Das Ausrufewort www.mittelschulvorbereitung.ch Gr10 [https://www.
mittelschulvorbereitung.ch/contentLD/DE/Gr10Interjektion.pdf]。以下引用はすべてこの資料による。
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・当惑を表現する例は：Hm, tja..., Mann braucht es, wenn einem grad keine Ausrede einfällt
ふむ、そうだな、／このような間投詞が必要になるのは、まさに何の口実も思い浮かばない
ときである：Kommst du mit ins Konzert? ― Hm... コンサートに一緒にくる？―ふむ…
問題１：下線部に適当な間投詞を記入しなさい（訳註、下線部に解答も記入した）。
（例）...Kracks(メリメリ)..., die Brücke bricht!（橋が壊れた！）
(1) ...Nanu（なにっ）...,was will er denn? （いったい彼は何のつもり？）
(2) ...Oh（あー）...,wie mich das freut!（それはどんなに嬉しいことか！）
(3) ... Igitt（やだやだ）..! Die sind ja faul!（奴らは実に怠惰だ！）
(4) ...Hurra（万歳）...! Die Ferien haben begonnen.（長期休暇が始まった。）
（例）SCHMERZ 痛い：au / autsch（痛い）
(1) KÄLTE 寒い : Brr ! （ブルブル！）
(2) FREUDE 嬉しい : Oh ! （わあーい）
(3) EKEL 嫌だ : Igitt !（やだやだ！）
(4) STAUNEN 驚き : Boah !（えーえ！）
(5) ZWEIFEL 懐疑 : Ach !?（えっ!?）
問題２：次の間投詞は、以下のどの場合に使用されるのか、下線部に記入しなさい（訳註、下
線部に解答を記入した）。




(2) Schlagen der Pauke（太鼓をたたく）: bum, bum（ドン、ドン）
(3) Geschwindigkeit（速度）: hui／husch（サッサ）
(4) Blasen der Trompete（トランペットを吹く）: trara（プー）
(5) Fallen（落下）: bauz／plumps（ドシン／ドサッ）
(6) Feuerwehr（消防車）: tatü, tatü（ウー、ウー）
(7) Zerreißen（引き裂く）: ritsch, ratsch（メリ、メリ）
(8) Sägen（のこぎりでひく）: ritze, ratze（ギーコ、ギーコ）




















（６）派生語から（Aus Wörtern andererWortarten） Mist／Mensch／Donnerwetter
（７）語形変化する派生語（本来は擬音・擬態を表
す動詞で、語尾の-n や-en を省略した形）
(Ursprünglich Verben für Geräusche oder Mimik,
bei denen die Endung weggelassen wurde)
Ächz ／ grins ／ stöhn ／ piep - piep ／
bremsss／seufz／gähn
カテゴリーに属することも可能である）（訳註、ここでは解答を記入した）。
ach ああ／Mist なんってこった／aha ははあ／au あっ（痛み）／äh えー／nanu なにっ／
hallo やあ、おーい／tschüss じゃあね／bäh やあい／ächz,うー・ギイギイ／tja いやもう／
pfui ちぇっ・こらっ／putt-putt トト・ココ（鶏の鳴き声）／sch-sch-sch しっ、しっ、しっ
／piep-piep ピヨ、ピヨ／grins にやっ／peng パーン／boing ボーン／rums ガチャン／blub-
blub ブクブク／schnipp ピチッ・パチッ／heda おーい（古い形、hallo）／verdammt ちく
しょう・いまいましい／cool すばらしい／pst しっ／hatschi ハックション／hm ふむ・ふん
／igitt やだやだ、気味わるい／stöhn うー（呻めき）／tja さあて（躊躇、諦め）／hoppla
おっと／ja そう・まさか／nee いや／okay 了解／quieeetsch キーキー・きゃあ／prost 乾杯
／hopp さあ（急げ）／genau そのとおり／nee いや（違う）／richtig そのとおり・承知し
た／eh おい・それなら・ええっ／naja まあそれでいいよ／gähn あーはっ（あくび）／
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